
　

　    の行事予定

日 曜 給 食

1 月 ／

2 火 ○

3 水 ○

4 木 ○

5 金 ○

6 土 ／

7 日 ／

8 月 ○

9 火 ○

10 水 ○

11 木 ○

12 金 ○

13 土 ／

14 日 ／

15 月 ／

16 火 ○

17 水 ○

18 木 ○

19 金 ○

20 土 ／

21 日 ／

22 月 ○

23 火 ／

24 水 ○

25 木 ○

26 金 ○

27 土 ／

28 日 ／

29 月 ○

30 火 ○

登校指導　第2学期始業式
分区会　集団下校11:30～

あいうえお話会　給食開始
委員会活動　市P本部役員会

代表委員会

身体測定

学 校 行 事

役員認証式8:00～
地球温暖化についてのお話会⑤⑥

校内絵を描く会実施期間開始（～10/10）

クラブ活動⑥

登校指導

手作り参観日（4年:工場見学、6年:お菓
子作り）　ICT支援員さん訪問

手作り参観日（3年:工作）　ALT訪問

八幡浜中学校運動会

　敬老の日

第2回学校運営協議会

俳句集会12:55～

手作り参観日（1年:ボッチャ・給食試食）

食育TT授業（1年生）③
ICT支援員さん訪問

　秋分の日

修学旅行（6年：九州方面）

手作り参観日(2年:マックアドベンチャー)

消防署出前授業②③（3年）

優しさは想像力
校長 川田 久

全国高校野球選手権大会は、沖縄尚学高校が日大三校との熱

戦を制し、初優勝を飾りました。真夏の炎天下で試合をするこ

とや、有力選手を全国から集めた私立高校中心の大会になって

いることなどから、最近は甲子園大会を少し醒めた目で見てい

ますが、それでも中継が始まればつい画面に見入ってしまいま

す。特に今年は数少ない公立高校の代表として、県立岐阜商業

が手に汗握る接戦を勝ち抜きながらベスト４にまで進出しまし

た。このチームで最も注目されたのが、横山温大選手です。生

まれつき左手の指が無いというハンディを抱えながら、それを

全く感じさせない力強いバッティングや、素早いグラブさばき

による守備での活躍でした。言われなければ障がいがあること

に全く気付かず、正真正銘、実力でつかみ取ったレギュラーの

座だと感じました。「努力は嘘をつかない」などと安易に口に

することがありますが、私たちの想像もつかないような努力を、

強い意思と信念を持って積み上げてきた賜物だと胸が熱くなり

ました。

もう一つ、心に残るエピソードが新聞で紹介されていました。

「人生は敗者復活戦」「グッドルーザーであれ」など、野球を

通して人としての生き方を指導してきた仙台育英高校の須恵航

監督。宮城県予選を前に、緩慢なプレーをしていたエースを注

意するとふてくされた態度をとったため、練習を止めて涙なが

らに監督の思いを伝えたそうです。監督が伝えたかったことは、

ベンチに入れず裏方に回った選手への想像力を持つこと。自身

も仙台育英の野球部員でしたが、背番号どころか、３年間一度

も試合に出してもらえなかったそうです。記録員として選手を

支える側の立場だったからこそ、ベンチ入りできない選手を顧

みないようなプレーは許せないのだと思います。須恵監督は、

「想像力は優しさであり、優しさは想像力」だと語ります。沖

縄尚学戦で延長タイブレークで敗れた後、宿舎でのラストミー

ティングでは、主将が「自分たちは日本一になれなかったけれ

ど、日本一の控えの３年生でした。この仲間と野球ができたこ

とが本当にうれしい。」と話していました。須恵監督が目指す

｢幸福度の高いチーム｣が体現されていると感じました。

暴力行為により、大会途中で出場校が辞退するという異例の

出来事もありました。勝つこと、トップを目指すことは当然の

ことですが、学校での部活動は、あくまでも教育活動の一環で

す。子供たちが、「続けてよかった」「忘れられない思い出が

できた」「大切な仲間と出会えた」など、今後の人生の糧とな

るようなものを得られることを最優先しなければなりません。

もちろん本校での水泳、陸上、金管バンド部での活動もそれを

目指していますし、子供たちが今後、中学校や高校でもそのよ

うな活動に出合い、充実した日々を送れることを願っています。

２学期が始まりました。子供たちにとって実り多い４か月に
なるよう、御家庭の協力もよろしくお願いします。
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あかるく・やさしく・たくましく
・ まんかいの笑顔で

・ つながる仲間と

・ かんがえよう一生懸命

・ げんかいに挑戦しよう

＜１０月の主な行事予定＞

10/２(木) 秋の感動遠足（雨天実施）
10/７(火) 市小学校陸上運動記録会（８日予備日）
10/23(木) 就学時健康診断
10/30(木) 人権参観日(参観授業、講演会)



御芳名（　　          　     　　　）

　

（地域での子どもたちの様子や学校への御要望、本紙を読んでの御感想・御意見等）

匿名でもかまいません。

「2学きのスタート」

2年 楠本 夢来

夏休みがおわり今日から2がっきのスタートです。わ
たしは、夏休みにかぞくとりょ行に行きました。たくさ
んあるいて、たくさん食べました。プールにも行きまし
た。体をたくさんうごかして、たのしい思い出がいっぱ
いできました。
２学きになって、やりたいことが３つあります。
一つ目は、ともだちとたくさんあそびたいです。昼休

みに、ーりん車とてつぼうをしてあそびたいです。
二つ目は、算数のべんきょうで新しく「かけざん」を

ならうのが、たのしみです。
しっかりとおぼえたいです。
三つ目は、図書しつで、い

っぱい本をかりることです。
2学きも、いろいろなこと

にチャレンジして、元気にが
んばりたいです。

第2学期が始まりました！

がんばったね！市水泳記録会

７月27日（日）に、PTAサマーキャンプが開催され
ました。子供たちは、校舎内に設置された各ブース
で、様々なゲームやアトラクションを楽しみました。
人気アニメのキャラクターも登場するなど、会場は
大賑わい。子供たちのたくさんの笑顔が見られた思
い出深い一日となりました。
計画・準備をしてくださったPTA本部役員の皆様を

はじめ、御協力いただきました皆様、本当にありが
とうございました。

PTAサマーキャンプ開催！
長い夏休みが終わり、２学期が始まりました。始業式では、２

年生の楠本夢来さんのすばらしい作文発表がありました。
今学期も充実した毎日になるよう、職員一同頑張っていきた

いと思います。２学期も御協力をお願いいたします。

あいさつ運動強調旬間について

「八幡浜市こども未来共創会議」では、子供たちが健やかに育つ

まちづくりを推進するため、「あいさつ」を大切にしています。そこで、

9月1日（月）から10日（水）までを「あいさつ運動強調旬間」として、

明るいあいさつの輪を市全体に広げる運動を展開します。

元気なあいさつは、地域の活力を生み、人と人との心をつなぐ温か

いコミュニケーションの始まりです。特に、大人から子供への「おはよ

う！」「気をつけてね」「おかえり」という一声は、子供たちにとって「自

分は見守られている」という安心感につながります。保護者の皆様、

地域の皆様におかれましても、この機会にぜひ、家庭で、職場で、そし

て地域で、いつもより意識して、子供たちへ、そして互いに明るいあい

さつを交わしていただけますと幸いです。

８月12日（火）にてやてやウエーブが開催され、本校PTA
も小学生の部に参加しました。7月上旬からの練習の成果
を生かして、参加者全員が一つになり、生き生きと踊る姿を
披露しました。その結果、「元気で賞」を受賞しました。
参加していただいたみなさん、取りまとめをいただいた

PTA本部役員の方をはじめ、学級役員の皆様、本当にあり
がとうございました。

熱い踊りを魅せました！
～てやてやウェーブ～7月23日（水）に、宮内小学校において八幡浜市小

学校水泳記録会が行われました。学校代表の選手たち
は、それぞれの目標に向けて一生懸命な泳ぎを見せて
くれました。大変すばらしかったです。入賞者と標準
記録突破者をお知らせします。

◇ 個人種目
男子50ｍ自由形 第１位 ６年 上甲城太郎
男子50ⅿ平泳ぎ 第２位 ５年 髙田 旭輝
男子50背泳ぎ 第５位 ４年 池田 悠悟
女子50ｍ自由形 第６位 ６年 石川 実侑

◇ リレー種目
男子150ｍメドレーリレー ４年 池田 悠悟

第２位 ５年 髙田 旭輝
６年 川﨑 寛仁

男子200ｍリレー ６年 上甲城太郎
第５位 ３年 淺田 恭丞

６年 栗田 知弥
６年 山本 幸輝

女子200ｍリレー ６年 石川 実侑
第５位 ５年 宮本侑妃乃

５年 梶原絵理奈
４年 松田 唯花

◇ 標準記録突破者
男子25ｍ自由形 ６年 山本 陸
男子25ｍ自由形 ５年 松浦 翔
男子50ⅿ自由形 ６年 上甲城太郎
男子50m平泳ぎ ５年 髙田 旭輝





（水）までを「あいさつ運動強調旬間」として、

PTA
の成果

生き生きと踊る姿を

取りまとめをいただいた
あり


